
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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東証REIT指数 1,935.60 0.29% ▲3.98% ▲9.69% 1.97%

＜ご参考＞
TOPIX（東証株価指数）

1,962.61 1.66% ▲1.22% 0.44%

国内リート見通し

マーケットの動き（2022年2月7日～2月10日） 東証REIT指数、TOPIXの推移
（期間：2021年1月29日～2022年2月10日）

情報提供資料
2022年2月14日

新型コロナウイルス「オミクロン型」の感染者数が急増している中でも国内リートの
業績は底打ちし、緩やかな回復基調に転じていることから、割安感は強く下値は限定
的とみています。米国の金融政策に対する不透明感が薄れるにつれて市場は落ち着き
を取り戻し、国内リート市場は緩やかな回復基調を辿るとみています。 国内各種資産利回り

2022年2月10日時点

1.65%

投資環境見通し（2022年2月）

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
2月10日

国内リート市場は緩やかな回復基調を辿る

先週の国内リート市場は、前週末比で上昇しました。
週の前半は日米金利の上昇が嫌気され下落しましたが、週の後半は内外株式の上昇を
受けて投資家心理が改善したことから、国内リートにも買いが波及し、前半の下げ幅
を戻して週を終えました。
セクター別では、オフィスセクターが上昇した一方、住宅セクター、商業・物流等セ
クターが下落しました。
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